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図表Ⅱ-14 市町村別の人口増減率（平成 17～22 年、平成 22～27 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省 国勢調査 

注 1）過疎地域、中山間地域について、○は全域が該当、△は一部が該当を示す（平成 27 年 4月 1日現在）。 

注 2）平成 22～27 年の増減率順（降順）である。 

注 3）増減率の差（ポイント）は、四捨五入の関係で計算が合わない場合がある。 

過疎 

地域 

中山間

地域 
市町村名 

平成17～22年 

増減率（％） 

平成22～27年 

増減率（％） 

増減率の差

（ポイント） 

△ △ 高知市 △1.6 △1.8 △0.2 

△ △ 香南市 0.9 △2.6 △3.4 

 △ 南国市 △2.5 △3.0 △0.5 

○ ○ 大川村 △23.6 △3.6 20.0 

△ △ 香美市 △4.9 △4.4 0.6 

△ ○ 四万十市 △5.2 △4.5 0.7 

 △ 芸西村 △3.8 △4.7 △0.9 

○ ○ 北川村 △7.5 △5.3 2.2 

 △ 土佐市 △4.4 △5.7 △1.3 

 △ 佐川町 △3.4 △6.0 △2.6 

○ ○ 奈半利町 △5.0 △6.1 △1.1 

○ ○ 三原村 △7.0 △6.4 0.7 

○ ○ 田野町 △9.4 △6.8 2.6 

○ ○ 四万十町 △8.7 △7.5 1.2 

 ○ 宿毛市 △7.3 △7.5 △0.2 

 △ 日高村 △7.6 △7.7 △0.1 

○ ○ 土佐町 △5.9 △8.3 △2.4 

○ ○ 須崎市 △5.1 △8.5 △3.3 

○ ○ 越知町 △8.3 △9.1 △0.8 

△ ○ いの町 △7.4 △9.2 △1.7 

○ ○ 黒潮町 △8.0 △9.3 △1.3 

○ ○ 梼原町 △13.9 △9.4 4.4 

○ ○ 津野町 △6.6 △9.6 △2.9 

○ ○ 中土佐町 △8.8 △9.8 △1.0 

○ ○ 安芸市 △3.9 △10.1 △6.1 

○ ○ 室戸市 △13.0 △11.1 2.0 

○ ○ 安田町 △9.9 △11.4 △1.5 

○ ○ 大月町 △10.2 △11.9 △1.7 

○ ○ 東洋町 △13.0 △12.3 0.6 

○ ○ 本山町 △6.2 △12.9 △6.7 

○ ○ 土佐清水市 △7.2 △14.0 △6.8 

○ ○ 仁淀川町 △11.5 △14.6 △3.1 

○ ○ 大豊町 △14.1 △16.0 △2.0 

○ ○ 馬路村 △13.4 △18.8 △5.3 

－ － 高知県 △4.0 △4.7 △0.7 

年代別人口の変化率 市町村別人口増減率の推移 

一般社団法人持続可能な地域社会総合研究所作成資料 

H22～H27の増減率は、県内市
町村の中でも上位（町村では最上
位） 
（人口減少に一定の歯止め） 

改善度合は全市町村で１位 

2005年から2010年では、 
ほぼ全世代で流出超過の 
状況 

2010年から2015年では、
20代など若い世代の流入が
見られる 

【参考資料】 

平成28年度高知県集落調査資料 

ふるさと留学 

2005年～2010年 

2010年～2015年 

ふるさと留学 

※コーホート変化率： 
 一定期間（ここでは5年間ごと）の人口増減を変化率 
 として表したもの 

大川村の人口推移の状況 


